

























































































































































































































表２ 親子で楽しむムーブメント教室 プログラム例（平成20年度 幼児グループ第３回）
＜遊園地へ行こう＞







































































































































































































































































































































































価 数 活動そのもの特質 数
発見 ＋ 2 楽しい ＋ 31成長 ＋ 1 運動 6
感謝 ＋ 2 笑顔 ＋ 7 仲良く ＋ 1 自由 1
愛 ＋ 1 嬉しい ＋ 5 学び ± 2 集団参加 2
ほほえましい ＋ 1 どきどき ＋ 3 協調性 ± 2 友達 2
希望 ＋ 1 面白い ＋ 2 同調 ± 1 ふれあい 1
焦り － 1 すっきり ＋ 2 社会性 ± 1 輪 1
はらはら － 1 気持ちいい ＋ 2 集中力 ± 1 一体感 1
どうかな ± 1 やる気 ＋ 1 意識 無 1 注意力 1
安らぎ ＋ 1 パラシュート 1
安心 ＋ 1 変化 1
うきうき ＋ 1 レベル別 1
がんばった ＋ 1 思考 1



























































































































































































































































































































































































































Ⅴ ま と め
本研究では，実践を通してムーブメント教育・療
法による親子活動が，障害のある子どもをもつ親の
子育て支援の方法として，親の子育て感情やQOL
の向上に寄与できる可能性について検証してきた。
研究の結果，ムーブメント教育・療法による家族参
加型の療育プログラムは，子どもにとって楽しい活
動であるばかりでなく，一緒に参加する親にとって
も，楽しく取り組むことができ，子どもについての
新しい発見や親自身のプラスの感情の変化に影響す
る可能性が示唆された。また，プログラムを通して，
親が子どもとかかわる際のスキルだけでなく，「親
が子どもの気持ちと同化して感じている感情」を引
き出しやすく，障害のある子どもの親が陥りがちな，
子どもとのかかわりにおけるものたりなさを解消し
て，親自身の精神的な健康にもつながっていること
が示唆された。
今後の課題として，今回の実践で少数であっても
マイナスの変化があったり，プラスの発見を十分で
きなかった親が存在したりしたことを踏まえ，さら
に親子の状況に即した形で，親をエンパワメントで
きるムーブメント教育・療法プログラムの開発が求
められる。特に，集団活動における親への個別的配
慮をどのようにプログラムの展開に組み込むかをさ
らに検討していく必要がある。
附 記
本研究は2008年度富山大学学長裁量経費を受け
て行ったものの一部である。
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